
令和７年度１１月補正予算案（第５号）について 

 

 

 

１ 概 要  

最低賃金の上昇や社会保険料負担の増加に対応する中小企業等を支援す

るための予算を措置し、総額６億円を計上する。 

 

 補正項目 
 

 

中小企業等への支援        ６２９百万円 
 

 

最低賃金の上昇や社会保険料負担の増加など事業者を取り巻く厳 

しい経営環境を踏まえ、エネルギー価格・物価高騰対策として実施 

してきたエネルギーコスト削減効果の高い設備投資等への支援につ 

いて、既に支援を活用した事業者も含め、改めて支援を実施 
 

※ 事業実施に必要となる期間を確保するため、令和７年度から 

令和８年度への繰越明許費を設定（全額）  

 

 

２ 令和７年度一般会計歳入歳出予算 

  １１月補正後予算額（第４号提案後） (ａ)       ４，９２５億円 

  １１月補正予算額（第５号）       (ｂ)           ６億円 

  補正後予算額         (ａ)＋(ｂ)       ４，９３２億円 
 

     ＊対前年度同期比            ９７．８％ 

    【参考】令和６年度１１月補正後予算額  5,044 億円 
 

（注）計数については、それぞれ四捨五入によっているため、合計と一致しないものがある。 

 

 

３ 財 源 

 繰越金                             ６億円 
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